
無線ＬＡＮによる可搬型ネットワーク教育環境の構築事例
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要旨：聴覚部電子情報学科では，教育用計算機システムの実験室・実習室・講義室などからの多目的な利用

や，フリーアクセスフロアでない部屋での利用を可能にするために，ノート型パソコンと無線ＬＡＮを組み

合わせた可搬型ネットワークによる教育環境を構築した。本システムは，すでに稼働を開始して半年以上が経

過し，この期間にプログラミング言語実習などで実際に利用されている。本稿では，システムの仕様ならびに

現在の利用状況などを報告し，その結果をもとに今後の利用方法や利用形態についても考察する。

キーワード：ノート型パソコン，無線LAN，可搬型ネットワーク

実習室，講義室などへ移動できるシステムにする。

（２）フリーアクセスフロアでない部屋での利用を考慮

して，できる限りコードレスの環境を実現する。

（３）卒業研究などで高速処理を必要とする場合に対応

して，グラフィック・ワークステーションが利用

１．はじめに

聴覚部電子`情報学科の教育用計算機システムは，約４

年間毎に更新を行っており，現システムは平成７年度３

月中旬より稼働を開始している。前期の計算機システム

は，汎用計算機を中心とし，パソコンを端末とするホス

ト集中型システムであった。しかし，近年のダウンサイ

ジングの普及ならびにグラフィックのインターフェース

（GUI）環境の普及に伴い，当学科も，汎用計算機シス

テムから，ネットワークを中心とし，ワークステーショ

ンとパソコンによる分散型システムに移行した。

今回の教育用計算機システムは，次の３種類のシステ

ムから構成される。

（１）ＵＮＩＸシステム

（２）視覚メディアを利用したWindowsシステム

（３）無線ＬＡＮによる可搬型システム

（１）のシステムは，ＵＮＩＸ環境や画像処理などの修

得を目的としたシステムである。また，（２）のシステ

ムは，聴覚障害学生への`情報処理教育に，様々な視覚情

報を積極的に活用したシステムであり，このシステムに

関しては別稿で報告する!)。（３）のシステムは，ノー

ト型パソコンと無線ＬＡＮを組み合わせた可搬型ネッ

トワーク・システムで，実験室や講義室などの様々な利

用環境からの使用を目的としている。本稿では，このシ

ステムについて，その仕様や利用状況を報告し，その結

果から本システムの今後の利用方法や利用形態について

も考察する。

できる環境を実現する。

薑

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

E軍国，

ハブ

－罰'三ｌ
グラフィック・ワークステーション

Ｐ、■Ｐ□■■■□■■■■■■ロロ■■■■■■■の■■■￣■□■■■■■⑤■■｡■■■■■■■■■■■■■■■■■□■■ロ'■■０

壬笙三雲，ハブ

亘璽

墓震］
無線ブリッジ

２．システムの特徴

今期の更新では，無線ＬＡＮによる可搬型ネットワー

クシステムの導入にあたり，次のような項目を目的とし

た。

（１）様々な実験や実習での利用を考慮して，実験室や

講義室

図１システムの概略図
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無線LANの仕様を表２に示す。今回導入した無線LAN

の伝達距離は，見通しのきく一般オフィスで40ｍ以下と

ぎれるが，７．４ｍ四方の講義室の片隅に無線ブリッジが

設置きれた状態で，教室内での使用はまったく問題がな

かった。また，隣接する講義室ならびに廊下をはさんだ

ラウンジからも，壁を－枚隔てているが，問題なくアク

セスできた。ただし，定常的に利用したわけではないの

で，２つの講義室で同時に問題なく利用できるかどうか

は不明である。さらに，実験室での利用はまだ行われて

いないので，物品棚や実験机などで見通しが悪く，さら

に様々な実験機器が作動する環境で，安定して利用でき

るかは不明である。

また，伝送速度は2Ｍbpsと，通常のイーサネット接続

の場合と比較して1/5程度の速度である。しかし，プロ

グラミング言語実習などで１０人程度の学生がファイルや

プリンタを共有する状況では，まったく問題がなかった。

システムの概略図を図１に，構成を表１に示す。本シ

ステムでは，電子`情報学科内の電子工学専攻と情報工学

専攻で個別にシステムを構築し，各ノート型パソコンか

ら講義室や実験室内におかれた無線ブリッジを経由して，

ネットワーク・サーバであるそれぞれのグラフィック・

ワークステーションにアクセスすることができる。

図２にノート型パソコンと無線ＬＡＮカードの写真

を示す。ノート型パソコンの左側にあるのが無線ＬＡＮ

カードで，パソコンとのインタフェース部であるPCMCIA

カードとそれにつながれた送受信アンテナ部からなる。

無線ＬＡＮカードをノート型パソコンに装着した様子

を図３に示す。無線ＬＡＮカードは，電力をパソコン側

から取るので，外部電源を必要とはしない。したがって，

パソコンをバッテリで動かしている状態では，コードレ

スの環境が実現きれる。

図４に無線ブリッジ，プリンタ，バッテリ充電器など

の写真を示す。パソコン・ラックの下段にあるのがネッ

トワークに接続されたページ・プリンタである。各ノー

ト型パソコンからこのプリンタを共有する。ラックの中

段がバッテリ充電器で，通常充電機能と急速充電機能を

有し，一度に15本のバッテリの充電が可能である。最上

段にあるのが無線ブリッジと16ポートハブである。現在，

導入時のトラブルも考慮してl0BASE-Tのケーブルによ

る有線接続も可能な状態になっている。現システムでは，

無線ブリッジが各１台ずつしかないため，ハブと部屋の

学内ＬＡＮのコンセントとの接続をはずして，ラックを

移動させることでシステムの移動を可能にしている。
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表ｌシステム構成

図２ノート型パソコンと無線LANカード

図３無線LANカードを装着した様子
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グラフィックワークステーション

3050ＲＸ/345（ＭＭ：６４ＭＢ,ＨＤ:８ＧＢ）２台

ノート型パソコン

FＬＯＲＡ１０１０ＮＣ

(i486SX33MHz,ＭＭ：１２ＭＢ,ＨＤ:200ＭＢ）１５台

(ｍＸ４１００ＭＨｚ,ＭＭ：１２ＭＢ,ＨＤ：340ＭＢ）１２台

無線ブリッジWavePOINT（HT-4843-01）２台

ページプリンタLBP-B406GII２台

(ＯＳなど）

NetWare３．１１Ｊ

ＭＳ－Ｗｉｎｄｏｗｓ３､１

ＤＯＳ／Ｖ６．２

(アプリケーションなど）

MS-O笛cefbrWindows：ワープロ・表計算など

BorlandC+＋：開発言語

LANWorkplace：ＴＣＰ／ＩＰソフト



３．実際の利用状況

システムが稼働して，すでに半年以上が経過している。

現在，このシステムを利用してプログラミング言語実習

などが行われている。プログラミング言語実習の様子を

図５に示す。実習で利用した結果，本システムに関して

次のような長所，短所が指摘きれた。

＜長所＞

（１）ノート型パソコンを使用しているため，学生の前

面の見通しが非常に良く，教官の説明に従って，

パソコンの操作がしやすくなった。

（２）無線ＬＡＮにより，これまでの計算機室を使用

せず，どの部屋でも実習が可能になり，時間割の

編成に柔軟'性が生まれた。

（３）パソコン単体での使用が可能なので，実習中も未

使用のパソコンを持ち出して，別室で自習が可能

になった。

（４）実習の履修者が多い場合にも，計算機室のデスク

トップ型パソコンとノート型パソコンを組み合わ

せて，より多人数の実習を実施できるようになっ

＜短所＞

（１）バッテリでの連続使用時間が短いので，２時限続

きの実習では，途中でバッテリを取り替える必要

がある。また，取り替え操作が煩わしく実用性に

欠ける。

（２）ノート型パソコンのバッテリ交換時期を知らせる

システムが，短い時間のBEEP音と小苔なLEDの

点滅なので，聴覚障害者にはわかりづらい。

（３）無線LANカードをしっかりと押し込まないと，

ネットワーク接続ができないため，なれないうち

は失敗する学生が多かった。

長所の（２）から（４）は，無線ＬＡＮとノート型

パソコンの可搬`性により，授業形態の多様`性が確保され

たことを意味している。特に，パソコン単体での利用に

より，これまで以上に白学習が可能になったことは，積

極的な意志を持つ学生に対して，さらに学習を進める機

会を提供できるようになった。また，聴覚障害者にとっ

て視覚情報は重要な位置を占めるので，長所（１）での

利用者前面の視野の解放により，授業をより効率的に進

めやすくなった。た。

表２無線LANの仕様

】1M磯

図５プログラミング言語実習の様子図４無線ブリッジ，バッテリ充電機など
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利用無線技術 2.4Ghz準マイクロ波

変調方式 スペクトラム拡散

無線局免許 不要

無線伝達距離 最大180ｍ

オフィス環境４０ｍ以下

最大伝送速度

(実効速度）

２ＭｂｐＳ

(1.0～1.2Ｍbps）

対応ネットワークＯＳ Netware,ＬＡＮＭａｎｅｇｅｒ

ＵＮＩＸ

管理機能 セグメントＩＤ



短所については，（１）（２）のため，図５からもわか

るように，学生のほとんどはバッテリでの利用を望んで

いない。特に（２）は，ノート型パソコンが聴覚障害者

の利用を考慮して作られていないためであると思われる。

今回の利用結果をもとに，機会があるごとに，各メーカー

にバリアフリーな機器の開発を働きかけていく必要があ

るだろう。短所の（３）については，実習の進度を若干

遅らせる結果となったが，こういった経験を通して学生

はコンピュータ・ネットワークを実感していくものと思

われるので，これは必ずしも短所ばかりでは無いと言え

る。

さらに，ノート型パソコンは場所をとらないので，実

験室へ持ち込んで，実験をしながらその結果を処理した

り，あるいは実験機器そのものを制御することが可能で

ある。デスクトップ型パソコンを常設できないような実

験室では，有効に利用できるものと思われる。

しかし，聴覚障害学生のほとんどはコンピュータにふ

れた経験を持たないのが現状である。彼らに対する最初

の`情報処理教育を，現段階では決して操作`性が良いとは

言えないノート型パソコンを使って実施することが，本

当に効率的であるのかどうかを検討する必要がある。今

後，隣接する講義室での使用や実験室での使用を確認し

ていくとともに，学生たちへのアンケート調査などを通

して，より良い情報処理教育環境の構築を目指していく

つもりである。

４．今後の課題

今回の報告は，プログラミング言語実習などを通した

現在の利用状況についてである。本システムは，いくつ

かの短所も指摘きれたが，その利用方法を検討していく

ことで，ざらに有効に活用できることが期待きれる。

例えば，本学や聾学校などのように聴覚障害者に対し

て，少人数で'情報処理教育を実践するケースでは，履修

する学生の能力差の大きいことが授業の効率的進行の妨

げになる場合がある。しかし，計算機室などの設備の関

係で，なかなか能力別に対応することが難しい。本シス

テムでは，隣接する講義室からのアクセスが可能であっ

た。そのような状況で安定して利用できるかの問題はま

だ確認されていないが，もし隣接する講義室で同時に1

つの無線ＬＡＮシステムを使用することができれば，能

力別に小グループにわけた実習を，並行して実施するこ

とができる。ノート型パソコンであるので，グループの

構成人数も柔軟に対応でき，また，使用する部屋がフリー

アクセスフロアである必要がないことも，この可能性を

大きくしている。
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